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� 資料　第１章　学部教育資料 第１章 学部教育

 

資料 入試制度別の志願者数、合格者数、入学者数の推移

 
推薦 2018 2019 2020 2021 2022 2023 

志願者数 32 27 19 28 17 31 

合格者数 12 12 12 12 12 12 

入学者数 12 12 12 12 12 12 

         

前期 

2023 から地域枠を含む。( )

で地域枠を内数で示す。 

2018 2019 2020 2021 2022 2023 

志願者数 285 250 295 345 150 250(23) 

合格者数 95 93 94 95 95 94(5) 

入学者数 93 92 94 94 95 92(5) 

         

後期 

2022 まで地域枠、2023 から

一般枠で実施  

2018 2019 2020 2021 2022 2023 

志願者数 53 67 55 54 38 76 

合格者数 5 5 5 5 5 5 

入学者数 5 5 5 5 5 5 

         

編入学 

2021 まで 3 年次編入 

2022 から 2 年次編入 

2018 2019 2020 2021 2022 2023 

志願者数 118 93 96 111 70 53 

合格者数 5 5 5 5 6 5 

入学者数 5 5 5 5 4 4 

       

私費外国人留学生入試       

志願者数 4 7 5 2 3 3 

合格者数 1 1 0 0 0 0 

入学者数 1 1 0 0 0 0 

資料 入試制度別の出身県分布（ 年度在学生調査）

  在学生数（人） 東海 4 県（％） 愛知県（％） 

一般入試入学（前期+後期） 594 80.5 67.7 

推薦入試入学 73 63.0 41.1 

私費外国人留学生入試入学 3 0 0 

編入学 18 11.1 11.1 
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自己点検評価報告書自己点検評価報告書 

資料 医学部医学科教育実施体制

資料 医学科の教員数

時点 教授 准教授 講師 助教 総計 

2023年 5月 1日現在 55 43 29 30 157 

（うち女性） 1 4 12 6 23 

（うち外国人） 0 0 2 0 2 

（うち 39歳以下） 0 0 5 15 20 

資料 臨床教授等付与状況

※ 年度は新型コロナウイルス感染症の影響による学内外の病院での

臨床実習Ⅱの中止伴い称号付与中止。

資料 基礎医学教授等付与状況（ 年度創設）

  教授 准教授 講師 合計 

2018年度 72 107 258     437 

2019年度 72 101 242 415 

2021年度 55 78 200 333 

2022年度 58 77 211 346 

2023年度 51 73 206 330 

  教授 准教授 講師 合計 

2022年度 8 3 15     26 
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� 資料　第１章　学部教育資料 第１章 学部教育

 

資料 教員 実施実績（ 年度・ 年度）

東海国立大学機構名古屋大学医学部 FD 参加総数 教職員 学生 

第 1回 2022年 1月 12日（水） 67名 67名  

第 2回 2022年 7月 13日（水） 58名 58名  

第 3回 2022年 9月 14日（水） 64名 59名 5名 

第 4回 2023年 2月 22日（水） 51名 43名 8名 

自己点検評価報告書 

資料 医学部医学科教育実施体制

資料 医学科の教員数

時点 教授 准教授 講師 助教 総計 

2023年 5月 1日現在 55 43 29 30 157 

（うち女性） 1 4 12 6 23 

（うち外国人） 0 0 2 0 2 

（うち 39歳以下） 0 0 5 15 20 

資料 臨床教授等付与状況

※ 年度は新型コロナウイルス感染症の影響による学内外の病院での

臨床実習Ⅱの中止伴い称号付与中止。

資料 基礎医学教授等付与状況（ 年度創設）

  教授 准教授 講師 合計 

2018年度 72 107 258     437 

2019年度 72 101 242 415 

2021年度 55 78 200 333 

2022年度 58 77 211 346 

2023年度 51 73 206 330 

  教授 准教授 講師 合計 

2022年度 8 3 15     26 

資料 第１章 学部教育

 

資料 教員 実施実績（ 年度・ 年度）

東海国立大学機構名古屋大学医学部 FD 参加総数 教職員 学生 

第 1回 2022年 1月 12日（水） 67名 67名  

第 2回 2022年 7月 13日（水） 58名 58名  

第 3回 2022年 9月 14日（水） 64名 59名 5名 

第 4回 2023年 2月 22日（水） 51名 43名 8名 
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自己点検評価報告書自己点検評価報告書 

資料 医学科カリキュラム概要（2022 年度以降入学者） 

資料 年度選択特別講義 日程表

自己点検評価報告書 

資料 医学科カリキュラム概要（2022 年度以降入学者） 

資料 年度選択特別講義 日程表

資料 第１章 学部教育

 

資料 海外協定校 年度別派遣学生数

※ ～ 年度はコロナ禍のため受入中止又は縮小

資料 海外協定校 年度別受入学生数

※ ～ 年度はコロナ禍のため派遣中止
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� 資料　第１章　学部教育自己点検評価報告書 

資料 医学科カリキュラム概要（2022 年度以降入学者） 

資料 年度選択特別講義 日程表

資料 第１章 学部教育

 

資料 海外協定校 年度別派遣学生数

※ ～ 年度はコロナ禍のため受入中止又は縮小

資料 海外協定校 年度別受入学生数

※ ～ 年度はコロナ禍のため派遣中止
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自己点検評価報告書自己点検評価報告書 

資料 海外協定校 受入・派遣実績推移

※ ～ 年度はコロナ禍のため派遣中止・受入中止又は縮小

資料 分野別認証評価の受審
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� 資料　第１章　学部教育自己点検評価報告書 

資料 海外協定校 受入・派遣実績推移

※ ～ 年度はコロナ禍のため派遣中止・受入中止又は縮小

資料 分野別認証評価の受審

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

受入実績

派遣実績

  

資料 第１章 学部教育

 

資料 （ ）による国際基準での病院機能評価

資料 学生研究会の活動
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自己点検評価報告書自己点検評価報告書 

資料 学部学生の研究活動状況

研究室所属前の学生向け（ベーシックコース）イベントの実施状況（ 年度

イベント名 開催数 参加者数

実人数

参加者数 延人数

ラボツアー（研究室見学） 回 人 人・研究室

メディカルサイエンスカフェ（セミナー） 回 人 人・回

研究体験コース（実験体験） 回 人 人・コース

研究活動中（アドバンストコース）の学生数

学年 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

年 人 人 人 人 人 人 人

年 人 人 人 人 人 人 人

年 人 人 人 人 人 人 人

年 人 人 人 人 人 人 人

年 人 人 人 人 人 人 人

合計 人 人 人 人 人 人 人

学会参加者数

年 年 年 年 年 年 年 年

国内学会 人 人 人 人 人 人 人 人

国際学会 人 人 人 人 人 人 人 人

論文発表者数

年 年 年 年 年 年 年 年

筆者数 人 人 人 人 人 人 人 人

リトリート参加学生数 ※不定期開催

年 年 年

（神戸） （名古屋） （東京）

名古屋大学 名 名 名

他大学を含む＊ 名 名 名
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資料 研究医育成の取組の大学院進学への効果



– 102 –

自己点検評価報告書自己点検評価報告書 

資料 地域医療教育学講座について

 
 
 
資料 地域医療セミナー（地域枠学生による地域病院見学発表会） 
 

年間 5回開催される地域枠学生を対象のセミナーで

す。将来の地域医療現場で役立つ情報を、学内外の

著名講師や卒業生の先輩を招いての講演やワーク

ショップを通じて学んでいます。毎年第 1 回目は、

新入生歓迎の意味も込めて新 4年生が主体となって

企画をし、初期研修中の地域枠卒業生が研修内容を

後輩に報告するのが恒例となっています。地域医療

セミナーでは、「地域病院見学報告会」、「地域ニーズ

指向型地域医療と多職種連携医療の実践」、「書いて

描いて身につけよう！皆で前に進むためのファシ

グラ講座」、「地域を元気にする高齢者演劇の試み」

など、通常の講義では接することの少ない、幅広い

テーマを取り上げています。 
 
 

資料 第１章 学部教育

 

資料 医師国家試験の合格率（新卒のみ

受験者数

合格者数

合格率 ％ ％ ％ ％ ％

参考：全国合格率 ％ ％ ％ ％ ％

資料 年度の「学修成果（ディプロマ・ポリシー）達成状況に関する自己評価調査」

年生（ 年 月調査 卒業時アンケート）回答数： 名

６年生【回答数： 人】 大きく高まった 高まった 少し高まった 変化なし 不明

１ 新しい医学・医療の開拓 人 人 人 人 人

異文化理解力と国際性 人 人 人 人 人

科学的かつ論理的な知識 人 人 人 人 人

飽くなき好奇心 人 人 人 人 人

東海地域での基盤 人 人 人 人 人

プロフェッショナリズム 人 人 人 人 人

患者中心で安全な医療 人 人 人 人 人

卓越した技術 人 人 人 人 人

チームワーク 人 人 人 人 人

データ科学リテラシー 人 人 人 人 人

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１１..    新新ししいい医医学学・・医医療療のの開開拓拓

22.. 異異文文化化理理解解力力とと国国際際性性

33.. 科科学学的的かかつつ論論理理的的なな知知識識

44.. 飽飽くくななきき好好奇奇心心

55.. 東東海海地地域域ででのの基基盤盤

66.. ププロロフフェェッッシショョナナリリズズムム

77.. 患患者者中中心心でで安安全全なな医医療療

88.. 卓卓越越ししたた技技術術

99.. チチーームムワワーークク

1100.. デデーータタ科科学学リリテテララシシーー

19人

15人

19人

19人

21人

21人

23人

17人

17人

17人

24人

19人

19人

17人

17人

21人

18人

18人

22人

23人

7人

10人

10人

13人

10人

7人

9人

15人

12人

9人

5人

11人

6人

6人

7人

6人

4人

5人

4人

6人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

66年年生生 学学修修成成果果（（デディィププロロママ・・ポポリリシシーー））達達成成状状況況

大きく高まった 高まった 少し高まった 変化なし 不明
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資料 医師国家試験の合格率（新卒のみ

受験者数

合格者数

合格率 ％ ％ ％ ％ ％

参考：全国合格率 ％ ％ ％ ％ ％

資料 年度の「学修成果（ディプロマ・ポリシー）達成状況に関する自己評価調査」

年生（ 年 月調査 卒業時アンケート）回答数： 名

６年生【回答数： 人】 大きく高まった 高まった 少し高まった 変化なし 不明

１ 新しい医学・医療の開拓 人 人 人 人 人

異文化理解力と国際性 人 人 人 人 人

科学的かつ論理的な知識 人 人 人 人 人

飽くなき好奇心 人 人 人 人 人

東海地域での基盤 人 人 人 人 人

プロフェッショナリズム 人 人 人 人 人

患者中心で安全な医療 人 人 人 人 人

卓越した技術 人 人 人 人 人

チームワーク 人 人 人 人 人

データ科学リテラシー 人 人 人 人 人

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１１..    新新ししいい医医学学・・医医療療のの開開拓拓

22.. 異異文文化化理理解解力力とと国国際際性性

33.. 科科学学的的かかつつ論論理理的的なな知知識識

44.. 飽飽くくななきき好好奇奇心心

55.. 東東海海地地域域ででのの基基盤盤

66.. ププロロフフェェッッシショョナナリリズズムム

77.. 患患者者中中心心でで安安全全なな医医療療

88.. 卓卓越越ししたた技技術術

99.. チチーームムワワーークク

1100.. デデーータタ科科学学リリテテララシシーー
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66年年生生 学学修修成成果果（（デディィププロロママ・・ポポリリシシーー））達達成成状状況況

大きく高まった 高まった 少し高まった 変化なし 不明

資料 第１章 学部教育

 

資料 医師国家試験の合格率（新卒のみ

受験者数

合格者数

合格率 ％ ％ ％ ％ ％

参考：全国合格率 ％ ％ ％ ％ ％

資料 年度の「学修成果（ディプロマ・ポリシー）達成状況に関する自己評価調査」

年生（ 年 月調査 卒業時アンケート）回答数： 名

６年生【回答数： 人】 大きく高まった 高まった 少し高まった 変化なし 不明

１ 新しい医学・医療の開拓 人 人 人 人 人

異文化理解力と国際性 人 人 人 人 人

科学的かつ論理的な知識 人 人 人 人 人

飽くなき好奇心 人 人 人 人 人

東海地域での基盤 人 人 人 人 人

プロフェッショナリズム 人 人 人 人 人

患者中心で安全な医療 人 人 人 人 人

卓越した技術 人 人 人 人 人

チームワーク 人 人 人 人 人

データ科学リテラシー 人 人 人 人 人

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１１..    新新ししいい医医学学・・医医療療のの開開拓拓

22.. 異異文文化化理理解解力力とと国国際際性性

33.. 科科学学的的かかつつ論論理理的的なな知知識識

44.. 飽飽くくななきき好好奇奇心心

55.. 東東海海地地域域ででのの基基盤盤

66.. ププロロフフェェッッシショョナナリリズズムム

77.. 患患者者中中心心でで安安全全なな医医療療

88.. 卓卓越越ししたた技技術術

99.. チチーームムワワーークク

1100.. デデーータタ科科学学リリテテララシシーー
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66年年生生 学学修修成成果果（（デディィププロロママ・・ポポリリシシーー））達達成成状状況況

大きく高まった 高まった 少し高まった 変化なし 不明
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自己点検評価報告書自己点検評価報告書 

資料 年度名古屋大学医学部卒業生の受け入れ医療機関等へのアンケート調査

調査日： 年１月 回答数： 施設
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自己点検評価報告書 

資料 年度名古屋大学医学部卒業生の受け入れ医療機関等へのアンケート調査

調査日： 年１月 回答数： 施設
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資料 医学科の卒業後の進路状況

  
  2018 2019 2020 2021 2022 

卒業者数 112 120 113 113 113 

 卒業者のうち 就職 110 110 111 107 107 

    〃     進学 0 0 0 2 0 

    〃     その他（不明含む） 2 10 2 4 6 

資料 就職先一覧（ 年度） ※五十音順

就職先等 人数

愛知県厚生農業協同組合連合会 安城更生病院

愛知県厚生農業協同組合連合会 江南厚生病院

愛知県厚生農業協同組合連合会 豊田厚生病院

医療法人豊田会 刈谷豊田総合病院

一宮市立市民病院

岡崎市民病院

大垣市民病院

掛川市・袋井市病院企業団立 中東遠総合医療セン

ター

公益社団法人日本海員掖済会 名古屋掖済会病院

公立学校共済組合 東海中央病院

公立陶生病院

小牧市民病院

市立四日市病院

社会医療法人宏潤会 大同病院

社会医療法人大雄会 総合大雄会病院

社会医療法人名古屋記念財団 名古屋記念病院

社会福祉法人 仁生社江戸川病院

地域医療機能推進機構 中京病院

地方独立行政法人 岐阜県立多治見病院

津島市民病院

東海旅客鉄道株式会社 名古屋セントラル病院

東京医科歯科大学病院

トヨタ自動車株式会社 トヨタ記念病院

徳島市民病院

豊橋市民病院

独立行政法人国立病院機構 名古屋医療センター

名古屋大学医学部附属病院

名古屋鉄道健康保険組合 名鉄病院
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新潟県立がんセンター 新潟病院

日本赤十字社愛知医療センター 名古屋第一病院

日本赤十字社愛知医療センター 名古屋第二病院

半田市立半田病院

藤枝市立総合病院

みなと医療生活協同組合 協立総合病院

東日本関東病院

その他（未就職、未報告）

合計

資料 研究医養成の取組の周知状況

自己点検評価報告書 
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資料 研究医養成の取組の周知状況
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資料 医学博士課程入学状況




